
 

里親月間及び児童虐待防止推進月間について 

 

全ての子どもは、「児童の権利に関する条約」の精神にのっとり、適切な養育を受け、健やか

な成長・発達や自立が図られることなどを保障される権利があります。 

子どもの健やかな成長を支える里親制度、児童虐待の防止を推進し、地域全体で子どもを見守

っていきます。 

 

１ 里親月間（毎年 10月、11月） 

        様々な理由により親元で暮らすことのできない子どもは、都内に約 4,000人います。こうした

子どもを自らの家庭に迎え入れ、家庭的な環境で育てるのが「里親」です。東京都では、里親制

度について理解と関心を深めていただくため、毎年 10月と 11月を「里親月間」としています。 

＊今後、区が児童相談所を設置した際には、現在都が所管する里親に関する事務を区が実施することになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＝令和３年度の取組み＝ 

   ・区報 10月 21日号掲載 ・ホームページ掲載 ・ポスター掲示 ・チラシの配布 

・デジタルサイネージテロップ放送 ・グランデュオ蒲田東西連絡通路での啓発（予定） 

 

２ 児童虐待防止推進月間（毎年 11月） 

家庭や学校、地域等の社会全般にわたり、児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることが

できるよう、厚生労働省では毎年 11月を「児童虐待防止推進月間」と定めています。 

また、児童虐待問題に対する理解を国民一人一人が深め、主体的な関わりを持てるよう、意識

啓発を図ることを目的として、毎年標語を定めています。 

 

 

 

 

＝令和３年度の取組み＝ 

   ・子ども家庭支援センターパンフレット、啓発クリアファイル等の配布（小学校３年生） 

・区報10月21日号、11月11日号掲載 ・横断幕、懸垂幕の掲出 ・ポスター掲示  他 

資料５ 

 

児童虐待防止運動のシンボル 

オレンジリボンマーク 

ペンギンは子煩悩な動物で、オスとメス、群れで協力し

てヒナを守り、子育てをします。ペンギンのコミュニティ

がヒナを守り育てるように、里親制度においても、里親や

社会が手を取り合いながら子育てをしていくこと、里親が

ごく普通のこととして受け入れられるような社会になるよ

うにという願いが込められています。 

令和３年度標語 『１８９(いちはやく)「だれか」じゃなくて「あなた」から』 

児童相談所虐待対応ダイヤル ☎189 

東京都里親制度普及啓発キャラクター「さとぺん・ファミリー」 



 ■大田区報（令和３年 10月 21日号） 

 

  


